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広
告

90
周
年
を
迎
え
た
調
停
制
度

調
停
と
は
、
調
停

委
員
会
（
裁
判

官
又
は
調
停
官
１
人
と

調
停
委
員
２
人
以
上
で

構
成
）
が
、
当
事
者
の

言
い
分
を
聴
き
、
当
事

者
双
方
が
納
得
の
上
で

問
題
を
解
決
で
き
る
よ

う
に
助
言
や
あ
っ
せ

ん
、
解
決
案
の
提
示
を

行
い
、
法
的
な
観
点
を

基
本
に
置
き
な
が
ら
も

紛
争
の
実
情
に
応
じ
た

柔
軟
な
解
決
を
図
る
手

続
で
す
。

　
我
が
国
の
調
停
制
度

は
、
大
正
11
年
10
月
１

日
の
借
地
借
家
調
停
法

に
基
づ
く
借
地
借
家
調

停
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

そ
の
後
90
年
の
間
、
時

代
の
要
請
に
応
じ
て
創

設
さ
れ
、
ま
た
、
改
善

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
調
停
制
度
は

国
民
に
広
く
利
用
さ

れ
、
数
多
く
の
紛
争
が

調
停
に
よ
っ
て
解
決
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
、
調
停

制
度
は
90
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

○
調
停
制
度
90
年
の
歩
み

大
正
11
年
当
時
、
都
市

に
人
が
集
中
し
た
こ
と

に
よ
り
、
土
地
や
家
の

貸
し
借
り
を
め
ぐ
る
争

い
が
増
え
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
簡
単
な

手
続
で
当
事
者
の
話
合

い
に
よ
っ
て
争
い
を
解

決
す
る
制
度
と
し
て
、

借
地
借
家
調
停
が
創
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
小
作
人
と

地
主
の
間
の
争
い
を
解

決
す
る
小
作
調
停
制
度

や
、
金
銭
債
務
を
負
っ

た
人
の
争
い
を
解
決
す

る
た
め
の
金
銭
債
務
臨

時
調
停
制
度
、
家
庭
内

の
争
い
を
解
決
す
る
た

め
の
人
事
調
停
制
度
な

ど
、
そ
の
時
代
の
社
会

紛
争
に
応
じ
た
調
停
制

度
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
昭
和
23
年
に
現

在
の
家
事
調
停
の
制
度

が
、
昭
和
26
年
に
は
現

在
の
民
事
調
停
の
制
度

が
設
け
ら
れ
、
様
々
な

争
い
が
調
停
に
よ
っ
て

解
決
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
12
年

に
は
、
借
金
等
の
返
済

が
難
し
く
な
っ
た
方
の

経
済
的
な
立
ち
直
り
を

目
的
と
し
た
、
い
わ
ゆ

る
特
定
調
停
制
度
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
に
は
、
改

正
さ
れ
た
民
事
調
停
法

と
新
設
さ
れ
た
家
事
事

件
手
続
法
が
施
行
さ

れ
、
一
定
の
要
件
の
も

と
、
い
わ
ゆ
る
電
話
会

議
シ
ス
テ
ム
や
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、
調
停

手
続
は
国
民
に
と
っ
て

更
に
利
用
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

阿 蘇 世 界 文 化 遺 産 リ レ ー コ ラ ム ～ わ が ま ち 自 慢 の 文 化 遺 産 ～
　熊本県と阿蘇郡市７市町村で構成される阿蘇世界文化遺産登録推進協議会では、みなさんの暮らしてい
る「阿蘇」を世界文化遺産として登録するために、さまざまな取組みをおこなっています。そんな世界遺
産候補「阿蘇」の見どころを、阿蘇に暮らすみなさんに広く知っていただこうと、各市町村の担当者がリ
レー形式で紹介していきます。

第１回 阿 蘇 は な ぜ 世 界 遺 産 を め ざ し て い る の？ 担当：熊本県

　みなさんの暮らしている「阿蘇」は、活発な火山活動の結果、形成された広大なカルデラとその周辺に
約７万人の暮らしが営まれている、世界にも類を見ない地域です。古来から、火山に畏敬の念を表す信仰
や阿蘇開発にまつわる神話・農耕祭事が伝えられてきました。また、人々の長年にわたる野焼き・放牧・
採草によって維持されてきた二次的な生態系である広大な草原が残されています。
　自然と人々の力で維持されてきた阿蘇の草原や、そこに営まれた阿蘇独自の文化は、「自然と人間の共同
作品」であり、まさに「人類共通のたからもの」です。その反面、適切
に保存しなければやがて消滅を免れないかけがえのない存在でもありま
す。だからこそ、世界的な保護の視点に立ち、私達の手で守っていくた
めに、世界文化遺産としての登録を目指しています。

◆�第２回以降は、そんな「阿蘇」のどんなところが世界文化遺産とし
ての価値があるのか、各市町村の「わがまち自慢の世界遺産」につ
いてご紹介していきます！

《�テーマ：２学期の目標は？》
　そうじをすみずみまでする。　（尾ヶ石東部小３年・大津 武

た け る
琉）



 

人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ
直し、人権や差別について話し合
う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょうお
父
さ
ん
と
私

　
　
　
碧
水
小
　
六
年

山
部
　
仁に

い

な
衣
名

　
三
月
十
一
日
に
部
活
か

ら
帰
る
車
の
中
で
。
お
母

さ
ん
が
、

「
今
日
、
お
父
さ
ん
の
い

る
宮
城
県
で
、
地
震
が

あ
っ
た
ん
だ
よ
」

と
言
い
ま
し
た
。

そ
の
帰
り
の
車
の
中
で

は
、
会
話
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

家
で
は
、
地
震
の

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
て
い
ま

し
た
。
私
と
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
、
だ
ま
っ
て
見
て
い

ま
し
た
。
弟
と
妹
は
い
つ

も
通
り
遊
ん
で
い
ま
し

た
。

ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
と
し

て
い
た
時
に
、
お
父
さ
ん

か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し

た
。
お
母
さ
ん
は
、
泣
き

な
が
ら
、

「
大
丈
夫
だ
っ
た
？
」

と
言
い
ま
し
た
。
わ
た
し

は
、
（
ま
た
、
地
震
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、

早
く
帰
っ
て
き
て
ほ
し

い
）
と
思
い
ま
し
た
。

　
次
の
日
は
、
部
活
で
し

た
。
部
活
に
行
く
前
に
テ

レ
ビ
を
み
て
い
ま
し
た
。

津
波
の
流
れ
る
音
と
と
も

に
、
家
や
木
が
流
さ
れ
て

い
る
映
像
が
目
に
と
ま
り

ま
し
た
。
部
活
の
練
習
は

行
け
ず
、
泣
き
な
が
ら

ニ
ュ
ー
ス
を
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
二
人
で
み
て
い
ま
し

た
。

　

お
父
さ
ん
は
、
余
震

で
、
手
を
け
が
し
た
そ
う

で
す
。
風
呂
に
も
入
れ
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
と
て

も
、
寒
い
思
い
を
し
た
そ

う
で
す
。
（
家
で
ゆ
っ
く

り
し
て
ほ
し
い
）
と
思
い

ま
し
た
。

　

地
震
か
ら
一
か
月
が

た
っ
て
、
飛
行
機
で
お
父

さ
ん
が
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
ロ
ビ
ー
か
ら
お
父
さ

ん
が
出
て
き
ま
し
た
。
私

は
、
泣
き
そ
う
だ
っ
た
の

で
、
普
通
の
顔
を
し
て
い

ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
、

少
し
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
が
、

「
大
丈
夫
だ
っ
た
？
」

と
言
い
ま
し
た
。
お
父
さ

ん
は
、

「
う
ん
、
大
丈
夫
だ
っ

た
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
お
父
さ

ん
は
、
私
に

「
お
り
こ
う
に
し
と
っ
た

か
い
？
」

と
言
い
ま
し
た
。
私
は
、

「
い
や
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
お
父
さ

ん
は
、
笑
っ
て
い
ま
し

た
。
駐
車
場
に
行
く
と
き

に
、
弟
は
お
父
さ
ん
と
手

を
つ
な
い
で
い
ま
し
た
。

妹
は
そ
の
後
ろ
を
う
れ
し

そ
う
に
歩
い
て
い
ま
し

た
。

　
四
日
た
っ
て
、
お
父
さ

ん
が
帰
る
日
が
来
ま
し

た
。
私
は
見
送
る
と
き
、

「
早
く
帰
っ
て
き
て

ね
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
見
送
っ

た
後
、
車
の
中
で
泣
き
ま

し
た
。
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人 権 作 文 平成２３年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成23年度時点。

募集人員 資格 受付期間 試験期日 試験種目 待遇等

推
薦

約６０名
（予定） 中卒（見込含

む）、１７歳未
満

※推薦につい
ては、中学校
長等の推薦等
が別途必要で
す。

１１月１日木
～

１２月７日金

１月１２日土
～

１月１４日月
までの指定する１日
※試験場：神奈川県

口述試験・筆記
試験（作文含む）・
身体検査 ※生徒手当月額

９４, ９００円

※期末手当２回
（６月・１２月）
※週休２日制、
祝日・年末年始
休暇等

一
般

約２６０名
（予定）

１１月１日木
～

１月７日月

（１次試験）
１月１９日土
（試験場）
阿蘇市

国・社・数・理・
英（択一式）・作
文（５００字程
度）

（２次試験）
２月２日土
～

２月５日火
までの指定する１日

（１次合格者）口
述試験・身体検
査

陸上自衛隊高等工科学校生徒採用試験
高等工科学校とは、将来、陸上自衛隊において高機能化・システム化され

た装備品を駆使・運用するとともに、国際社会においても自信をもって
対応できる自衛官となる者を養成するために、中学校卒業予定者等を対象に
採用する制度です。

※身分は特別職国家公務員（生徒）になりますので、自衛官ではありません。

＜問い合わせ先＞自衛隊熊本地方協力本部阿蘇地域事務所　☎２２－４５７５

《�テーマ：２学期の目標は？》
　字をていねいに書く。　（尾ヶ石東部小３年・田中 愛

あ い り
莉）



来
春
高
校
を
卒
業
す
る
生
徒
た
ち

の
求
人
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

あ
そ
・
福
祉
の
お
仕
事
就
職

面
接
会
２
０
１
２

　
福
祉
・
介
護
関
係
へ
の
就
職
を
希

望
さ
れ
る
方
々
と
福
祉
・
介
護
関
係

事
業
所
（
10
事
業
所
程
度
を
予
定
）

と
の
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
資
格
取
得
や
就
職
に
関
す
る
相
談

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
の
で
、
福

祉
・
介
護
の
お
仕
事
へ
の
就
職
を
希

望
さ
れ
る
方
や
関
心
の
あ
る
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
事
前

の
お
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

履
歴
書
を
複
数
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
す
べ
て
の
事
業
主
は
、
法
定
雇
用

以
上
の
割
合
で
障
が
い
者
を
雇
用
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
（
障
が
い
者
雇

用
率
制
度
）。
こ
の
法
定
雇
用
率
が
、

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
左
記
の
よ

う
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
事
業
主
の
皆
さ
ま
は
、
ご
注
意
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
引
き
上
げ
後
の
法
定
雇
用
率

▼
民
間
企
業　
２
．
０
％

▼
国
、地
方
公
共
団
体
等　
２
．３
％

▼
都
道
府
県
等
の
教
育
委
員
会

２
．
２
％

※�

今
回
の
法
定
雇
用
率
の
変
更
に
伴

い
、
障
が
い
者
を
雇
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
主
の
範
囲
が
、

従
業
員
「
56
人
以
上
」
か
ら
「
50

人
以
上
」
に
変
わ
り
ま
す
。

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も
。

　
熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す

べ
て
の
事
業
所
、
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
熊
本
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室
（
☎
０
９
６
‐

３
５
５
‐
３
２
０
２
）
ま
た
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
時
間
額　
６
５
３
円

　
（
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
）
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く ら し の 情 報
くらしのお知らせや
イベント情報などを掲載します

市役所の電話番号

市役所のホームページ
パ�ソコンから　�http://www.city.aso.

kumamoto.jp/
携�帯電話から　�http://www.city.aso.

kumamoto.jp/kt/

防 災 情 報 確 認

阿蘇安心安全ネットワークシステム
　▶�https://www.aso-anzen.jp/(パソコン)
　▶�https://www.aso-anzen.jp/

app-frontmb/(携帯電話)
熊本県統合型防災情報システム
　�http://www.bousai.pref.
kumamoto.jp/

熊本県雨量･気象情報（携帯電話）
　http://kumamoto.wni.co.jp/i/

お・・・お知らせ端末の電話番号
例本庁(総務課)�:55-3111又は56-3111

人の動き（H24.8 .31現在)

人口 28,541�人 (前月から��29人　�)
男 13,431�人 (前月から��15人　)
女 15,110�人 (前月から��14人　)

世帯数 11,213�戸 (前月から  18戸　)

本庁(総務課)        ☎22-3111 お55・56
内牧支所　　　 ☎32-1111 お55～58
波野支所 ☎24-2001 お24
財政課 ☎22-3204
企画振興課　 ☎22-3169
情報課　　　 ☎22-3253 お55
税務課　　　　 ☎22-3148 お55・56
（地籍調査係） ☎22-3264
市民環境課　　 ☎22-3135 お55
人権啓発課　　 ☎22-3206
健康福祉課(福祉事務所) ☎22-3167 お55～57
保健センター ☎22-5088 お55・56
高齢者支援課　 ☎22-3145 お55・56
農政課　　　　 ☎22-3274
商工観光課　　 ☎22-3174
建設課　　　 ☎22-3187
下水道課　　　 ☎32-3200 お32・55
会計課　　　　 ☎22-3284
議会事務局　　 ☎22-3279
水道課 ☎22-3196
教育課　　　　 ☎22-3229 お55
監査委員事務局 ☎22-3240
農業委員会事務局 ☎22-3254
選挙管理委員会事務局 ☎22-3239
消費生活センター ☎22-3364

お
　
知
　
ら
　
せ

●
と
き　
11
月
６
日
火

　
午
後
１
時
～
３
時

　
（
受
付
は
午
後
２
時
半
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

　
ホ
テ
ル
サ
ン
ク
ラ
ウ
ン
大
阿
蘇

●
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇　

　
☎
２
２
‐
８
６
０
９

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
来
春
３
月
に

高
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の
た
め
の
求

人
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
高
校
３
年
生
の
就
職
活
動
は
す
で

に
ス
タ
ー
ト
し
、
９
月
５
日
よ
り
求

人
が
出
て
い
る
企
業
へ
の
生
徒
達
の

応
募
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
高
卒
者
向
け
求
人
が
20
年
前
の

約
２
割
程
度
に
落
ち
込
み
、
さ
ら
に

●
問
い
合
わ
せ　

　
熊
本
労
働
局

☎
０
９
６
‐
２
１
１
‐
１
７
０
４

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

☎
２
２
‐
８
６
０
９



採
用試験

台
湾
戦
跡
慰
霊
巡
拝
へ
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

台
湾
に
お
け
る
旧
戦
域
を
訪
れ
、

戦
没
者
の
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も

に
、
現
地
の
方
々
と
の
友
好
親
善
を

深
め
ま
す
。

●
と
き　
12
月
３
日
月
～
６
日
木

●
募
集
人
員　
30
名
（
先
着
順
）

●
対
象　
熊
本
県
在
住
の
方

●
費
用　
８
万
９
千
円

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ　
一
般
財
団

法
人
熊
本
県
遺
族
連
合
会

　
☎
０
９
６
‐
３
５
２
‐
６
９
２
５

24
時
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ

金
等
多
重
債
務
相
談
会

　
長
年
社
会
問

題
と
な
っ
て
い

る
多
重
債
務
に

関
し
て
、
熊
本

県
青
年
司
法
書

士
会
で
は
、
24

時
間
随
時
面
談
お
よ
び
電
話
で
受
け

相
談
・
募
集

　
阿
蘇
市
内
の
２
つ
の
幼
稚
園
に
つ

い
て
、
平
成
25
年
度
園
児
募
集
の
ご

案
内
で
す
。

●
阿
蘇
中
央
幼
稚
園

▼
願
書
受
付　
11
月
10
日
土
～

▼
と
こ
ろ　
阿
蘇
市
黒
川
７
５
８

▼
事
務
局　
☎
３
２
‐
３
６
４
３

●
あ
そ
ひ
か
り
幼
稚
園

▼
願
書
受
付　
11
月
１
日
木
～

▼�

と
こ
ろ　
阿
蘇
市
一
の
宮
町
中
通

３
０
２
‐
５

▼
事
務
局　
☎
２
２
‐
０
０
８
９

●�

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
制
度

が
あ
り
ま
す
。

●
預
か
り
保
育
に
つ
い
て

▼�

阿
蘇
中
央
幼
稚
園　
平
日
７
時
30

分
～
～
午
後
６
時
ま
で(

午
後
５

時
ま
で
は
無
料)

▼�

あ
そ
ひ
か
り
幼
稚
園　
平
日
８
時

～
午
後
６
時
ま
で
（
無
料
）

●�

そ
の
他　
詳
し
く
は
、
各
幼
稚
園

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

幼
稚
園
　
園
児
募
集

25 広報 あそ
2012.10

く ら し の 情 報

は
本
年
７
月
12
日
に
発
生
し
ま
し
た

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
、
例
年
以
上

に
厳
し
い
求
人
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
生
徒
た
ち
の
大
半
は
「
阿
蘇

に
残
っ
て
地
元
で
働
き
た
い
」
と
希

望
し
て
お
り
ま
す
が
こ
の
ま
ま
で
は

応
募
す
る
求
人
も
な
く
、
や
む
な
く

県
外
等
へ
就
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
な
り
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
が
地
元
で

就
職
で
き
ま
す
よ
う
に
高
校
生
対
象

の
求
人
を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
求
人
の
提
出
に

あ
た
っ
て
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
の

で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇　

　
☎
２
２
‐
８
６
０
９

付
け
る
体
制
で
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
ま
た
、
併
せ
て
、
多
重
債
務
被
害

に
苦
し
む
市
民
の
方
々
の
生
活
再
建

の
た
め
に
必
要
な
多
重
債
務
に
関
連

す
る
種
々
の
法
的
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●�

と
き　
10
月
12
日
金
16
時
か
ら

　

�

13
日
土
16
時
ま
で
の
24
時
間

※�

面
談
・
電
話
（
左
記
電
話
番
号
）

に
て
、
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

（
無
料
・
予
約
不
要
）

●
と
こ
ろ　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館

　
（
熊
本
市
中
央
区
大
江
４
丁
目
４
番
34
号
）

●
相
談
電
話　

　
０
９
６
‐
３
６
４
‐
０
８
０
０

平
成
24
年
度
阿
蘇
市
社
会
福

祉
協
議
会
職
員
採
用
試
験

■
試
験
実
施
日　
12
月
２
日
日

■�

第
１
次
試
験
地　
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
（
予
定
）

■�

受
付
期
間　

　
10
月
15
日
月
～
11
月
９
日
金

　

�

８
時
30
分
～
17
時
ま
で（
た
だ
し
、

土
・
日
曜
、
祭
日
は
除
く
）

■�

受
付
場
所　
阿
蘇
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
内
牧
９
７
６
番
地
２
）

■
試
験
区
分

【
一
般
事
務
（
高
卒
程
度
）】

▼
採
用
人
数　
２
人
程
度

▼�

受
験
資
格　
昭
和
62
年
４
月
２
日

～
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

【
保
健
師
（
資
格
免
許
職
）】

▼
採
用
人
数　
１
人
程
度

▼�

受
験
資
格　
昭
和
58
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
健
師

の
免
許
を
有
す
る
方
又
は
平
成
24

年
度
実
施
の
国
家
試
験
で
取
得
す

る
見
込
み
の
方

※�

右
記
試
験
の
合
格
者
は
、
平
成
25

年
１
月
頃
に
第
２
次
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
３
２
‐
１
１
２
７

《�テーマ：２学期の目標は？》
　漢字をたくさんおぼえられるようにがんばる。　（尾ヶ石東部小４年・鎌倉 颯

そ う ま
真）
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